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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
チップを蒸解して得られた未晒パルプをアルカリ酸素漂白し、得られた酸素漂白後のパル
プをｐＨ２．５以下で酸処理後、濃度１～５％に調整したのち、８～１２ｍｍのロールク
リアランスを有するツインロールプレス型脱水機を用い脱水し、該プレス上部に鋸状の歯
を持つプレブレーカーにて解繊したパルプをオゾン漂白後に、洗浄無しにアルカリ抽出段
を希釈タンク内で行い、ついで過酸化水素漂白段、二酸化塩素漂白段で漂白する製紙用パ
ルプの製造方法において、脱水後のパルプのマンガン含有量が１０ｍｇ/パルプ絶乾ｋｇ
以下に調整されたパルプをオゾン漂白することを特徴とする製紙用漂白パルプの製造方法
。
【請求項２】
オゾン漂白におけるオゾン添加率が対パルプ当り０．４～０．７質量％であることを特徴
とする請求項1記載の製紙用漂白パルプの製造方法。
【請求項３】
酸素漂白後のカッパー価と風乾パルプ１トンに対する添加オゾン１ｋｇ当りに生じるアリ
カリ抽出段後のカッパー価の差分が１．２～１．７の範囲であることを特徴とする請求項
１記載の製紙用パルプの製造方法。
【請求項４】
アルカリ抽出段の洗浄ろ液をアルカリ酸素漂白段の希釈水および/または洗浄水に使用す
ることを特徴とする請求項１記載の製紙用パルプの製造方法。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は製紙用漂白パルプの製造方法に関し、更に詳細には、パルプ濃度が高い高濃度オ
ゾン漂白での漂白効率を向上させ、かつパルプ強度を低下させる事のない漂白パルプの製
造方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、製紙用パルプを漂白する方法としては、Ｃ（分子状塩素）－Ｅ（アルカリ抽出）－
Ｈ（次亜塩素酸ナトリウム）－Ｄ（二酸化塩素）等の多段漂白法があり、主として塩素系
薬品が使用されてきたが、塩素とパルプ中の有機物との反応により生成される環境に有害
なダイオキシン等の有機塩素化合物が問題となり、酸素を用いた漂白段を初段に用い、塩
素系漂白薬品を減少させる方法が採用されてきた。更に近年では分子状塩素を用いないＥ
ＣＦ（Elemental Chlorine Free）漂白や、塩素系薬品を全く使用しないＴＣＦ（Totally
 Chlorine Free）漂白が実用化されてきており、酸素、オゾン、過酸化水素等の酸素系薬
品は有効な漂白薬品となっている。
【０００３】
塩素系薬品に比べてオゾンによるパルプの漂白は、オゾンのリグニンとの高い反応性に加
えて、塩素系漂白と異なり、漂白過程で有機塩素化合物を生成しないといった利点がある
。
【０００４】
このため、オゾン漂白は早くから注目されていたが、オゾンは製造コストが高く、その強
い酸化力のためパルプ繊維を痛めやすい等の欠点があり、これらがオゾン漂白実用化阻害
の大きな要因となっていた。しかしながら、近年、オゾン発生装置の性能向上によりオゾ
ン製造コストが大幅に低下し、また漂白方法も改善されたことにより、パルプ濃度７～１
５質量％でオゾン漂白を行なう中濃度オゾン漂白法、あるいはパルプ濃度３８～４２％で
オゾン漂白を行なう高濃度オゾン漂白法が導入されつつある。
【０００５】
オゾン漂白の処理条件として、酸性条件下で行なうこと、またオゾンガスを分解する遷移
金属イオンをなるべく除去することが重要であり、一般的に知られている。例えば、「紙
と周辺技術」（４）Ｐ２－９、（１９８７）（非特許文献１参照）には、「パルプのオゾ
ン漂白について」と題する高木氏の論文に、ｐＨに関して、「オゾンは酸性では比較的安
定であるが、ｐＨ４以上ではｐＨの上昇とともに分解されやすくなり、～中略～ｐＨ２か
ら３でオゾン漂白を行うとパルプ粘度低下の抑制にも効果がある。」と述べられており、
オゾン処理は酸性下で行うことが推奨されている。また、これに関連して、オゾン処理の
前処理として酸性下にした後に洗浄段を加え、オゾンガスを分解する金属イオンを除く技
術も提唱されている。
【０００６】
また、オゾンを含む漂白シーケンスとして、特開平６－３４６３９１号公報（特許文献１
参照）には、オゾン処理時のｐＨを１～３の酸性として行うことを含む技術が開示されて
いる。また、特開平５－１４８７８５号公報（特許文献２参照）には、化学的に蒸解した
リグノセルロース含有パルプをｐＨ３．１から９．０までの範囲内で錯化剤を使用して処
理することによって該パルプの微量金属含有状態に変化を与え、その後上記パルプをオゾ
ン処理する方法が開示されている。しかしながら、上記の文献ならびに公報に開示されて
いるオゾン処理条件は、オゾンの分解またはオゾン段でのパルプ粘度低下を抑制すること
を目的としたものであり、実際のオゾン漂白における金属量について具体的に規定したも
のではない。
【０００７】
さらに、特開昭５７－１５４４８９号公報（特許文献３）には、約２０％から約４５％ま
でのパルプ濃度で酸性ｐＨでパルプのオゾン処理を行なう方法が開示されている。しかし
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ながら、パルプ濃度を２０％から４５％まで変化させると、パルプに随伴する液量が大き
く異なるため、オゾン段に持ち込むＭｎ量のコントロールが難しい。
【０００８】
一方、近年、環境問題意識の高まりにともない、漂白排水の全てを回収するクローズド化
技術や一部を回収するセミクローズド化技術が注目されている。塩素や二酸化塩素などの
塩素系薬品を用いた漂白では漂白工程で発生する塩素イオンが回収工程の配管等の腐食の
原因となるため、クローズド化は難しいが、オゾン漂白は塩素イオンを発生しないため、
クローズド化およびセミクローズド化しやすいという特徴を有している。しかしながら、
オゾン漂白においても、クローズド化あるいはセミクローズド化した場合には、ノンプロ
セスエレメントと呼ばれる金属イオンの蓄積が問題となる。例えば、マンガン、カルシウ
ムなどの金属イオンはオゾン漂白性への影響だけでなく、クローズド化に対しても配管等
の詰まりや腐食といった悪影響を与えることが知られている。また、オゾン漂白段および
アルカリ抽出段の排水を前段のアルカリ酸素漂白段の希釈水や洗浄水に使用する場合、排
水中の金属イオンが酸素漂白での効率低下と収率、粘度、強度低下をもたらしてしまう。
【０００９】
アルカリ酸素漂白段では、アルカリ雰囲気下でリグニンがイオン化して多量のフェノール
性水酸基を生成し、酸素分子と反応してカルボン酸などに分解され、リグニン分子は低分
子化してアルカリに溶解する。この反応の過程で一部過酸化水素が発生し、マンガン、鉄
、銅などの遷移金属の触媒作用によりヒドロキシラジカルが生成される。このヒドロキシ
ラジカルは水系では最も強い一電子酸化剤であり、セルロースと反応し、パルプ収率低下
や粘度、強度低下の原因となる。
【００１０】
【特許文献１】
特開平６－３４６３９１号公報
【特許文献２】
特開平５－１４８７８５号公報
【特許文献３】
特開昭５７－１５４４８９号公報
【非特許文献１】
「紙と周辺技術」（４）、ｐ２－９、（１９８７）
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、パルプ濃度が高い高濃度オゾン漂白に関し、オゾン漂白の効率を向上さ
せ、かつパルプ強度を十分高く保つ処理方法を提供することにある。
【００１２】
【問題を解決するための手段】
本発明者らは、パルプ濃度が高い高濃度オゾン漂白において、オゾン漂白の効率向上方法
を種々検討した結果、ｐＨ２．５以下の酸による処理とツインロールプレスによるパルプ
の脱水とからなるオゾン漂白前処理により、パルプ濃度を３２～３８質量％とし、その時
のパルプ中のＭｎ含有量を１０ｍｇ／パルプ絶乾ｋｇ以下に調整し、オゾン漂白を行なう
ことにより、オゾン漂白の効率を大幅に向上させることを見出し、本発明をなすに到った
。
【００１３】
本願発明は以下の発明を包含する。
（１）木材チップを蒸解して得られた未晒パルプをアルカリ酸素漂白し、得られた酸素漂
白後のパルプをｐH２．５以下で酸処理後、濃度１～５％に調整したのち、パルプ濃度を
３２～３８質量％まで脱水し、プレブレーカーにて解繊したパルプをオゾン漂白、次いで
アルカリ抽出するシーケンスを有し、更にＥＣＦ、ＴＣＦ漂白工程で漂白する製紙用パル
プの製造方法において、脱水後パルプのマンガン含有量が１０ｍｇ／パルプ絶乾ｋｇ以下
に調整されたパルプをオゾン漂白する製紙用漂白パルプの製造方法。
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【００１４】
（２）前記プレブレーカーは、プレス上部に鋸状の歯を持つ（１）記載の製紙用漂白パル
プの製造方法。
【００１５】
（３）前記脱水はツインロールプレス型の脱水機を用い、該ツインロールプレス型脱水機
は８～１２ｍｍのロールクリアランスを有する（１）記載の製紙用漂白パルプの製造方法
。
【００１６】
（４）オゾン漂白後のアルカリ抽出段をオゾン処理後の洗浄無しに希釈タンク内で行ない
、かつ処理条件がパルプ濃度２～６質量％、処理温度３０～５０℃、処理時間５～６０分
である（１）記載の製紙用漂白パルプの製造方法。
【００１７】
（５）オゾン漂白におけるオゾン添加率が対パルプ当り０．４～０．７質量％である（１
）記載の製紙用漂白パルプの製造方法。
【００１８】
（６）酸素漂白後のＫα価と風乾パルプ１トンに対する添加オゾン１ｋｇ当りに生じるア
ルカリ抽出段後のＫα価の差分が１．２～１．７の範囲である（１）記載の製紙用漂白パ
ルプの製造方法。
【００１９】
（７）オゾン漂白後のＥＣＦ漂白工程を、アルカリ抽出段（Ｅ）、過酸化水素漂白段（Ｐ
）、二酸化塩素漂白段（Ｄ）で行う（１）記載の製紙用漂白パルプの製造方法。
【００２０】
（８）アルカリ抽出段の洗浄ろ液をアルカリ酸素漂白段の希釈水および／または洗浄水に
使用する送る（１）記載の製紙用パルプの製造方法。
【００２１】
【発明の実施の形態】
本発明で使用される原料パルプとしては、木材チップを修正連続蒸解法（Modified Conti
nuous Cooking) 、拡大修正連続蒸解法（Extended Modified Continuous Cooking）、全
缶等温蒸解法（Isothermal Cooking）、Lo-Solids蒸解法、スーパーバッチ蒸解法、Compa
ct蒸解法、KOBUDOMARI蒸解法等のクラフト蒸解（ポリサルファイド法を含む）、またはサ
ルファイト蒸解等の蒸解法により得られた化学パルプを使用することができる。更に、本
発明に使用される木材チップは、特に限定されるものではなく、アスペン、ブナ、アカシ
ア、ユーカリ、マングローブ等の広葉樹材が好ましく、マツ、トウヒ、ダグラスファー等
の針葉樹材、さらにバガス、ケナフ、エスパルト草、イネ、アシ等の草本植物由来のリグ
ノセロース材料にも条件を満たせば適用できることはいうまでもない。
【００２２】
本発明では、原料パルプとしてカッパー価が１５～２５の未晒広葉樹パルプ（以下ＬＵＫ
Ｐとする）が主に使用される。むろん請求の範囲を満たすものであれば、未晒針葉樹パル
プ（ＮＵＫＰ）も使用できる。ＬＵＫＰのカッパー価が１５未満の場合では、パルプの漂
白性は向上するものの、パルプ歩留まりが低下するとともに、パルプ強度の低下が起こる
ため実操業では採用が難しい。また蒸解後のカッパー価が２５を越える場合では、漂白薬
品が多く必要となるばかりでなく、蒸解後のカス率が高くなり、最終製品でのチリが多く
なることから、これも実操業では採用が難しい。
【００２３】
本発明において、公知の蒸解法によって得られたＬＵＫＰは、カッパー価が６～１４とな
るように酸素漂白工程が行われる。この酸素漂白工程は、好ましくは８～１２のカッパー
価のパルプを与える工程である。この処理工程でのパルプのカッパー価が１４を越えると
、その後の漂白工程でいたずらに薬品を消費するため好ましくなく、反対に６未満の場合
は、漂白前の段階でパルプの強度ならびに収率が著しく低下するので好ましくない。
【００２４】
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酸素漂白を経たパルプは、まずｐＨ２．５以下で酸処理される。本発明に使用される酸は
ｐＨ２．５以下に調整できるものであれば無機酸、有機酸のいずれでも良いが、硫酸、硝
酸、塩酸、亜硫酸、亜硝酸等の無機酸、中でも硫酸が入手し易い上に取扱が容易であるた
め好適に用いられる。酸処理の時間は５分以上であれば特に限定されるものではなく、パ
ルプ濃度も１～１５質量％の範囲であれば特に問題ないが、酸の拡散とパルプの攪拌性か
ら１～５質量％の低濃度で処理するのが好ましい。また、酸の添加場所としては特に限定
されないが、次工程のツインロールプレス型脱水機のろ液を酸素漂白後の希釈水として用
い、このろ液の循環ラインに酸を添加することも可能である。
【００２５】
酸処理を経たパルプは、パルプ濃度１～５質量％に調整された後にツインロールプレス型
脱水機に送られパルプ濃度３２～３８質量％まで脱水される。脱水前のパルプ濃度を１～
５質量％とすることでパルプ中の金属が溶液側に溶出し易くなり、続く脱水でＭｎ等の金
属を効果的に除去できる。脱水後のパルプ濃度が３２質量％より低い場合は、水分がオゾ
ンの反応を阻害するため好ましくなく、またパルプ濃度が３８質量％を超えるとパルプ塊
が硬く締まり、オゾンとパルプが均一に反応し難くなるため好ましくない。またパルプの
脱水はロールクリアランスが８～１２ｍｍのツインロールプレス型脱水機が用いられる。
ロールクリアランスが８ｍｍより小さい場合はパルプ塊が絞まりすぎるため好ましくなく
、また１２ｍｍより大きい場合はパルプの脱水が不十分となり実際的ではない。
【００２６】
ツインロールプレス型脱水機により脱水されたパルプは、プレス上部に設置された鋸状の
歯を持つプレブレーカーにより解繊された後、搬送スクリューによりオゾンリアクターへ
送られオゾン漂白される。オゾン漂白においてはオゾン添加率は、対パルプ０．４～０．
７質量％で行われ、オゾンガス濃度は特に限定されないが、現在の一般的なオゾン発生機
の能力であるオゾン濃度８～１３質量％のオゾンガスが使用できる。オゾン添加率が０．
４質量％より低い場合は、後段の漂白段での負荷が高くなり薬品添加率の上昇とパルプ強
度の低下を招くので好ましくない。またオゾン添加率が０．７質量％を超える場合では、
パルプ強度が低下するので好ましくない。オゾンはマンガン、鉄、銅、ニッケル、コバル
ト等の重金属と接触して分解することが知られている。これらの金属のうち、Ｍｎは未晒
パルプ中に２０～１００ｍｇ／パルプ絶乾ｋｇ程度含まれるため、オゾン漂白性に大きな
影響を与える。オゾン漂白時にパルプに含まれるＭｎ量が１０ｍｇ／パルプ絶乾ｋｇを超
えるとオゾンの分解が顕著となるため、Ｍｎ量を１０ｍｇ／パルプ絶乾ｋｇ以下とするこ
とでオゾン漂白性を大きく向上することが出来る。
【００２７】
オゾン漂白されたパルプは、希釈スクリューにてアルカリを添加したアルカリ抽出段の洗
浄ろ液で希釈され、オゾンリアクター下部の希釈タンクに送られる。本発明における実質
的なアルカリ抽出はこの希釈タンク内で行なわれ、パルプ濃度は２～６質量％、処理温度
３０～５０℃、処理時間５～６０分の条件で処理される。このような処理工程を経たパル
プは、カッパー価が十分に低下する。一般的なオゾン漂白を導入している工場では、風乾
パルプ１トンに対して、添加オゾン１ｋｇ当りに生じる酸素漂白後のカッパー価とアルカ
リ抽出段後のカッパー価の差分は１．０程度であるが、本発明では効率的にオゾン漂白が
おこなわれるためにこの差分が１．２～１．７と非常に高い。ここでは水分を１０％含む
パルプのことを風乾パルプとする。
【００２８】
本発明において、好適には、アルカリ抽出段後の洗浄ろ液を黒液回収工程に送ることで、
オゾン漂白およびアルカリ抽出で発生する有機物を熱エネルギーとして回収および、排出
ＣＯＤの削減が出来、環境負荷を大きく軽減できる。一方で、洗浄ろ液を前段アルカリ酸
素漂白段の希釈水や洗浄水に使用する場合、持ち込まれるマンガンなどの金属イオンの影
響で酸素漂白の効率や粘度、強度の低下が起こるため、金属イオンを除去しなければなら
ない。
【００２９】
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オゾン漂白後の漂白シーケンスは、ＥＣＦ漂白またはＴＣＦ漂白であれば特に限定されな
いが、例えば、Ａ－Ｚ－Ｅ－Ｄ、Ａ－Ｚ－Ｅｏ－Ｄ、Ａ－Ｚ－Ｅ－Ｄ－Ｐ、Ａ－Ｚ－Ｅｏ
－Ｄ－Ｐ、Ａ－Ｚ－Ｅ－Ｄ－Ｄ、Ａ－Ｚ－Ｅｏ－Ｄ－Ｄ、Ａ－Ｚ－Ｅ－Ｐ－Ｄ等のシーケ
ンスが挙げられる。ここで（Ａ）は酸処理段、（Ｚ）はオゾン処理段、（Ｅ）はアルカリ
抽出段、（Ｅｏ）は酸素で強化されたアルカリ抽出段である。そのほか（Ｄ）は二酸化塩
素段を示しており、（Ｐ）は過酸化水素段を示す。また、各段間の（－）は洗浄工程を表
す。さらに、上記のシーケンスに薬品の減添及びパルプ品質の改良を目的として漂白工程
の一部に酵素処理（Ｅｚ）段を設けても良く、Ｄ段の二酸化塩素段を分割添加（ｄｎＤ、
ＤＮＤ、ｄＥＤ等）しても良い。
【００３０】
本発明で用いたパルプのカッパー価測定方法、Ｍｎ含有量測定方法、パルプ白色度測定方
法は次の通りである。
【００３１】
カッパー価測定方法
パルプのカッパー価は、ＪＩＳ　Ｐ　８２１１に準じて測定した。
【００３２】
Ｍｎ含有量測定方法
パルプ中のＭｎ含有量の測定は、絶乾約５ｇのパルプサンプルを小数点以下３桁まで精秤
し、パルプサンプルを灰化した後に塩酸水溶液にて灰分を溶解し、原子吸光法により測定
した。溶液中のＭｎ含有量は、ろ過後、適宜希釈して原子吸光法により測定した。
【００３３】
パルプ白色度測定方法
パルプの白色度は、ＪＩＳ　Ｐ　８２１２に準じて測定した。
【００３４】
パルプ粘度測定方法
パルプの粘度は、ＪＩＳ　Ｐ　８２１５に準じて測定した。
【００３５】
【実施例】
次に、本発明の実施例について説明するが、本発明はこれによりなんら限定されるもので
はない。尚、実施例および比較例中の薬品添加率は特に断らない限り対パルプ質量％を表
す。
【００３６】
実施例１
国内広葉樹３０％／ユーカリ材７０％の混合材をクラフト蒸解した未晒パルプを、洗浄、
酸素漂白を行ないカッパー価９．７のパルプを得た。このパルプをパルプ濃度４質量％に
なるようにツインロールプレス脱水機のろ液で希釈し、硫酸を添加してｐH２．２に調整
した後、３５℃で１０分間酸処理を行なった。次に、このパルプをツインロールプレス型
脱水機（ロールクリアランス１０ｍｍ）にてパルプ濃度３７．２質量％まで脱水し、プレ
ス上部に鋸状の歯をもつプレブレーカーにて解繊した後にオゾンリアクター内でオゾン漂
白を行なった。この時のパルプ中のMn含有量は５．８ｍｇ／パルプｋｇであり、オゾン添
加率は０．５％であった。次に、オゾン漂白後パルプをアルカリ抽出後の洗浄ろ液で希釈
し、希釈タンク内でアルカリ抽出を行なった。
【００３７】
アルカリ抽出段の条件は、アルカリ添加率０．９％、パルプ濃度４質量％、滞留時間１５
分で行なった。アルカリ抽出段後の白色度は６７．２％、カッパー価は３．２であり、風
乾パルプ１トンに対する添加オゾン１ｋｇ当たりの酸素漂白後のカッパー価とアルカリ抽
出段後のカッパー価の差分は１．４４であった。次に、過酸化水素漂白と二酸化塩素漂白
を順次行ない、最終白色度が８６．２％で粘度が１４．３mPa・sの漂白パルプを得た。過
酸化水素漂白段の条件は、アルカリ添加率０．４％、過酸化水素添加率０．３０％、パル
プ濃度１２質量％、処理温度６５℃、滞留時間７０分であった。また二酸化塩素漂白段の
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条件は、二酸化塩素添加率０．２５％、パルプ濃度１２質量％、処理温度７０℃、滞留時
間１５０分であった。結果を表１に示した。表中のオゾン１ｋｇ当たりのカッパー価低下
度とは、酸素漂白後のカッパー価と風乾パルプ１トンに対する添加オゾン１ｋｇ当たりの
アルカリ抽出段後のカッパー価の差分を示す。
【００３８】
実施例２
実施例１と同一の酸素漂白後のパルプを用い、酸処理時のｐＨを２．４とし、脱水後パル
プ濃度を３３．５質量％とした以外は実施例１と同一の条件で処理を行なった。この時の
オゾン漂白時のＭｎ含有量は８．６ｍｇ／パルプｋｇであり、アルカリ抽出段後の白色度
は６６．９％、カッパー価は４．０であった。風乾パルプ１トンに対する添加オゾン１ｋ
ｇ当たりの酸素漂白後のカッパー価とアルカリ抽出段後のカッパー価の差分は１．２７で
あった。また、過酸化水素漂白と二酸化塩素漂白を順次行なった後の漂白パルプは白色度
８５．９％、粘度１３．９mPa・sであった。結果を表１に示した。
【００３９】
実施例３
実施例１で得られたアルカリ抽出段ろ液を希釈水として用いて、１００℃、酸素圧０．５
ＭＰａ、アルカリ添加率２．０％、反応時間６０分の条件で、実施例１で使用したカッパ
ー価１８の未晒パルプのアルカリ酸素漂白をおこなった。酸素漂白に使用した希釈水のＭ
ｎ濃度および、酸素漂白後のカッパー価、粘度を表２に示した。
【００４０】
実施例４
実施例２で得られたアルカリ抽出ろ液を希釈水として使用する以外は実施例３と同様にし
て酸素漂白をおこなった。酸素漂白に使用した希釈水のＭｎ濃度および、酸素漂白後のカ
ッパー価、粘度を表２に示した。
【００４１】
比較例１
実施例１と同一の酸素漂白後パルプを用い、酸処理時のｐＨを３．２とし、脱水後のパル
プ濃度を３６．８質量％とした以外は実施例１と同一の処理を行なった。この時のオゾン
漂白時のＭｎ含有量は１５．６ｍｇ／パルプｋｇであり、アルカリ抽出段後の白色度は６
４．１％、カッパー価は５．１であった。風乾パルプ１トンに対する添加オゾン１ｋｇ当
たりの酸素漂白後のカッパー価とアルカリ抽出段後のカッパー価の差分は１．０２であっ
た。また、過酸化水素漂白と二酸化塩素漂白を順次行なった後の漂白パルプは白色度８３
．１％、粘度１１．８mPa・sであった。結果を表１に示した。
【００４２】
比較例２
実施例１と同一の酸素漂白後のパルプを用い、ツインロールプレス型脱水機によるパルプ
脱水時のパルプ濃度を４０．５％とした以外は実施例１と同一の処理を行なった。この時
のオゾン漂白時のＭｎ含有量は５．８ｍｇ／パルプｋｇであり、アルカリ抽出段後の白色
度は６５．４％、カッパー価は４．８であった。風乾パルプ１トンに対する添加オゾン１
ｋｇ当たりの酸素漂白後のカッパー価とアルカリ抽出段後のカッパー価の差分は１．０８
であった。また、過酸化水素漂白と二酸化塩素漂白を順次行なった後の漂白パルプは白色
度８３．８％、粘度１２．０mPa・sであった。結果を表１に示した。
【００４３】
参考例
比較例１で得られたアルカリ抽出ろ液を希釈水として使用し、１００℃、酸素圧０．５Ｍ
Ｐａ、アルカリ添加率２．０％、反応時間６０分の条件でカッパー価１８の未晒パルプの
アルカリ酸素漂白を行った。酸素漂白に使用した希釈水のＭｎ濃度および、酸素漂白後の
カッパー価、粘度を表２に示した。
【００４４】
【表１】
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【００４５】
【表２】
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【００４６】
結果表１から明らかなように、ｐＨ２．５以下で酸処理を行なう高濃度オゾン漂白におい
て、脱水後のパルプ濃度が３２～３８質量％の範囲でかつオゾン漂白時のＭｎ含有量が１
０ｍｇ／パルプｋｇ以下の場合ではアルカリ抽出段後のカッパー価が十分低下し、また漂
白パルプも高白色度でかつ高粘度が得られており、オゾン漂白の効率を向上させることが
可能となった。さらに、オゾン漂白段に続くアルカリ抽出段の洗浄ろ液をアルカリ酸素漂
白段の希釈水として使用する場合の酸素漂白の効率が上がり、粘度も向上した。
【００４７】
【発明の効果】
以上の様に、本発明は高白色度でカッパー価の低いパルプが得られ、効率の良い製紙用オ
ゾン漂白パルプの製造が可能となった。
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